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細
川
藤
孝
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動
向
に
つ
い
て

―
―�

足
利
・
織
田
連
合
政
権
期
を
中
心
に�

―
―

谷

橋

啓

太

は
じ
め
に

日
本
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
室
町
幕
府
か
ら
織
豊
政
権
へ
の
移
行
に
関
す
る
分
析
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
移
行
に
直
面
し
た
足
利
・
織
田
連
合
政
権
期
の
研
究
は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

連
合
政
権
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
は
政
治
の
実
権
は
信
長
が
掌
握
し
て
お
り
、
義
昭
は
傀
儡
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い

た（
1
（

。
し
か
し
、
久
野
雅
司（

2
（

・
山
田
康
弘（

（
（

両
氏
の
研
究
に
よ
り
、
義
昭
政
権
は
決
し
て
信
長
の
傀
儡
で
は
な
く
、
独
自
の
裁
許
を
行
う
機
構

を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
、
将
軍
の
意
向
と
は
別
に
、
信
長
が
独
自
に
訴
訟
を
裁
定
す
る
例

も
見
ら
れ
、
義
昭
政
権
が
単
独
で
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
こ
の
状
態
を
義
昭
と
信
長
の｢

相
互
補

完｣

状
態
と
定
義
し
て
い
る（

（
（

。

ま
た
織
田
政
権
に
関
し
て
も
、
概
括
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
権
力
構
造
に
つ
い
て
、
次
第
に
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
近
年
戦
国
期
の
室
町
幕
府
や
織
田
政
権
研
究
の
再
検
討
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
幕
府
構
成

員
や
織
田
家
臣
の
個
別
事
例
の
検
討
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る（

（
（

。
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そ
の
よ
う
な
研
究
動
向
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
細
川
藤
孝
に
注
目
し
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
細
川
藤
孝
は
、

室
町
幕
府
存
続
期
に
お
い
て
は
、
足
利
将
軍
十
三
代
義
輝
・
十
五
代
義
昭
の
側
近
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
後
は
織
田
信
長
の
家
臣
化
を
遂

げ
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
政
権
と
深
く
関
わ
っ
て
生
き
抜
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
他
に
類
を
み
な
い
と
い
っ
て
よ
い
人
物
で

あ
る
。
そ
の
藤
孝
の
動
向
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
義
昭
政
権
か
ら
織
田
政
権
・
豊
臣
政
権
へ
の
移
行
の
一
つ
の
断
面
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

細
川
藤
孝
は
、
一
般
的
に
「
細
川
幽
斎
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
も
、
幽
斎
と
し
て
の
文
化
人
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
和
歌
や
紀
行
文
、
古
今
伝
授
な
ど
の
文
芸
面
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
、
彼
の
政
治
的
な

活
動
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
室
町
幕
府
奉
公
衆
に
関
す
る
研
究
や
、
織
田
政
権
下
の
領
域
支
配
の
一
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
み

で
あ
っ
た（

（
（

。
そ
の
他
に
『
長
岡
京
市
史
』・『
宮
津
市
史
』・『
舞
鶴
市
史
』
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
で
も
取
り
上
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
地
域
史
の
中
で
触
れ
ら
れ
る
概
説
的
な
面
が
強
い（

（
（

。

ま
た
、
藤
孝
の
動
向
に
関
す
る
叙
述
は
、
後
世
の
家
記
、
伝
記
と
い
っ
た
二
次
史
料
に
基
づ
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
発
給
文

書
な
ど
の
一
次
史
料
を
用
い
た
研
究
は
み
ら
れ
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
藤
孝
自
身
の
動
向
を
中
心
に
検
討
を
行
っ
た
も
の
は
未
だ
み
ら
れ

な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
藤
孝
の
発
給
文
書
・
受
給
文
書
・
関
係
文
書
の
収
集
を
出
発
点
と
し
、
収
集
史
料
の
分
析
を
通
じ
た

藤
孝
の
動
向
の
基
礎
的
な
考
察
を
行
う
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
藤
孝
の
活
動
は
長
期
間
に
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
時
期
を
限
定
し

て
室
町
幕
府
末
期
か
ら
織
田
政
権
期
に
か
け
て
の
藤
孝
の
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
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一
、
織
田
政
権
以
前
の
動
向

１
、
織
田
信
長
の
入
京
以
前

本
節
で
は
、
織
田
信
長
の
入
京
以
前
の
藤
孝
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
考
察
に
入
る
前
に
、
ま
ず
藤
孝
の
出
生
に
つ
い
て
簡
単
に

触
れ
て
お
き
た
い
。
藤
孝
は
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
奉
公
衆
で
あ
る
三
淵
晴
員
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
に
伊
豆
守
流
細
川

氏
晴
広
の
養
子
と
な
っ
た
。『
鹿
苑
日
録
』
天
文
十
年
正
月
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
晴
広
と
と
も
に
将
軍
義
晴
に
謁
見
し
た
と
い
う
。
細

川
氏
に
養
子
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
幕
府
内
秩
序
に
お
い
て
藤
孝
は
将
軍
側
近
と
い
う
立
場
を
得
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
幼
少
時
か
ら

義
輝
と
と
も
に
育
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
た
た
め
か
、
同
十
五
年
頃
に
義
輝
か
ら｢

藤｣

を
偏
諱
と
し
て
与
え
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
天
文
～
永
禄
年
間
に
お
け
る
藤
孝
発
給
文
書
は
乏
し
く
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
残
存
し
て
い
る

文
書
を
み
る
と
、
将
軍
・
大
名
間
を
取
り
次
ぐ
副
状
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
義
輝
期
（【
表
一
】
参
照
）
は
、
伊
東
氏
、

相
良
氏
、
佐
竹
氏
な
ど
の
遠
国
大
名
に
対
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
。【
表
一
】
か
ら
、
当
該
期
の
藤
孝
発
給
文
書
は
ご
く
少
数
だ
が
、
永

禄
八
年
（
一
五
六
五
）
を
境
に
発
給
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
年
か
ら
幕
府
構
成
員
と
の
連
署
が
増
加
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
永
禄
の
変
で
義
輝
を
喪
い
、
義
昭
（
当
時
は
覚
慶
と
名
乗
っ
て
い
た
）
に
従
っ
た
た
め
で
あ
る
。
以
降
は
基
本
的
に
義

昭
の
下
で
、
彼
の
意
を
奉
じ
て
各
地
の
大
名
な
ど
に
上
洛
を
求
め
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
藤
孝
の
文
書
の
発
給
範
囲
は
拡
大
し
て
い
る
。
義
輝
存
命
時
の
藤
孝
発
給
文
書
は
、
九
州
の
相
良
氏
や
伊
東
氏
に
対
し

て
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
義
昭
期
に
な
る
と
活
動
が
よ
り
広
範
囲
と
な
り
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
ま
で
に
副
状
の
発
給
範
囲
も
、

大
友
氏
や
島
津
氏
ら
大
名
を
は
じ
め
、
山
城
国
の
在
地
領
主
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
副
状
に
つ
い
て
は
、
養
父
晴
広
が
担
当
だ
っ
た
も
の

を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
、
大
内
氏
が
こ
れ
に
該
当
す
る（

10
（

。
ま
た
、
伊
東
氏
・
北
条
氏
・
佐
竹
氏
の
よ
う
に
、
大
館
氏
・
伊
勢
氏
の
没
落

三
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を
き
っ
か
け
に
交
渉
窓
口
を
引
き
継
い
だ
事
例
も
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
寺
社
や
在
地
領
主
に
つ
い
て
は
、
義
昭
に
仕
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
藤
孝
は
、
副
状
に
よ
る
大
名
へ
の
上
洛
打
診
や
軍
勢
動
員
を
通
じ
て
関
わ
り
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

義
輝
期
と
比
較
す
る
と
、
義
昭
の
下
に
あ
っ
て
藤
孝
の
活
動
範
囲
は
よ
り
拡
大
し
、
多
く
の
大
名
と
接
点
を
持
つ
に
至
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
そ
の
過
程
で
織
田
信
長
と
も
接
触
し
て
い
る
。

【
史
料
一（

11
（

】
長
々
在
国
辛
労
候
、信
長
参
洛
事
無
二
別
儀
一
由
喜
入
候
、然
者
治
定
何
比
可
二
参
洛
一
候
哉
、能
々
相
究
、信
長
誓
紙
申
調
帰
参
待
入
候
、

由
断
有
間
敷
候
へ
共
、
若
相
延
候
者
、
一
人
成
共
先
其
方
之
様
躰
令
二
上
国
一
言
上
肝
要
候
也
、

卯（

永

禄

九

年

（

月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花（

義
昭
（押

）

｢

（
墨
引
）

細
川
兵
部
太

（
大
（

輔
と
の
へ

和
田
伊
賀
守
と
の
へ　
　
　
　

」

【
史
料
一
】
は
、
信
長
の
上
洛
に
向
け
、
藤
孝
と
同
じ
く
義
昭
側
近
で
あ
る
和
田
惟
政
と
と
も
に
尾
張
へ
下
向
し
て
交
渉
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
信
長
は
美
濃
の
斉
藤
氏
と
対
立
し
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
上
洛
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

義
昭
は
、
御
内
書
を
発
給
し
、
両
者
の
仲
裁
を
図
っ
た
。

【
史
料
二（

12
（

】
従
二
尾
州
一
兵（

細
川
藤
孝
（

部
大
輔
申
上
候
、
早
々
惟
政
可
二
罷
下
一
由
申
候
間
、
明
日
に
も
小
者
一
人
に
て
成
共
可
二
罷
下
一
事
頼
入
候
、
尾
張
守

申
二
―
付
子
細
一
之
由
候
へ
共
、
我
々
此
分
申
付
由
に
て
、
早
々
先
々
尾
州
へ
下
国
之
事
肝
要
候
、
急
度
織
田
参
洛
候
様
馳
走
此
節
候
、

如
二
存
知
一
申
上
候
、
方
々
調
略
之
子
細
候
間
、
遅
々
候
て
ハ
如
何
候
旨
、
如
何
様
に
も
出
勢
之
事
急
申
度
候
、
呉
々
先
々
明
日
に

も
下
国
頼
入
候
、
か
し
く
、

四
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六（

永

禄

九

年

（

月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花（

義
昭
（押

）

｢
（
切
封
墨
引
）

和
田
伊
賀
守
と
の
へ｣

【
史
料
二
】
は
、【
史
料
一
】
の
二
ヶ
月
後
に
義
昭
か
ら
和
田
惟
政
へ
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尾
張
で
信
長
の
上
洛
に
向
け
て
交
渉
を

続
け
て
い
た
藤
孝
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
義
昭
が
、
和
田
惟
政
へ
再
度
下
向
を
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
藤
孝
は
在
国
し
て
信
長
と
の

交
渉
に
専
念
し
て
お
り
、
交
渉
を
通
じ
て
信
長
と
の
関
係
を
深
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

藤
孝
と
信
長
の
関
わ
り
は
、
一
次
史
料
上
で
は
、
こ
の
前
年
で
あ
る
永
禄
八
年
の
十
二
月
五
日
付
文
書
が
初
出
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

義
昭
の
上
洛
に
向
け
て
馳
走
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
以
前
か
ら
文
書
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
言
が
み

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
藤
孝
と
信
長
が
関
わ
り
を
持
つ
に
至
る
経
緯
は
不
明
な
点
が
多
く
、
結
論
を
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点

に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

信
長
入
京
以
前
の
藤
孝
発
給
文
書
は
、
義
輝
期
と
義
昭
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
文
書
の
種
類
と
し
て
は
、
副
状
が
大
半
を
占

め
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
発
給
範
囲
に
つ
い
て
は
変
化
が
み
ら
れ
、
義
輝
期
の
副
状
は
九
州
の
大
名
の
一
部
の
み
で

あ
っ
た
が
、
義
昭
期
に
は
東
国
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
藤
孝
の
副
状
発
給
は
織
田
信
長
に
も
及
ん
で
お
り
、
入
京
以
前
か
ら
両
者
に
接
点

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

２
、
織
田
信
長
の
入
京
以
後

次
に
、
信
長
入
京
後
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
入
京
し
た
義
昭
は
、
征
夷
大
将
軍
に
就
任
し
、
幕

府
政
務
を
開
始
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
義
昭
は
畿
内
周
辺
の
諸
勢
力
に
対
し
、
安
堵
状
を
多
数
発
給
し
て
い
る
。
藤
孝
署
判
の
安
堵
状
も

五
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確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
事
例
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
し
て
、
永
禄
十
一
年
以
降
の
藤
孝
は
上
洛
以
後
も
以
前
と
同
様
に
義
昭
―
大

名
間
の
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
時
期
、
義
昭
は
信
長
か
ら
軍
事
力
の
提
供
を
受
け
、
信
長
も
義
昭
を
支
援
す
る
こ
と
で
外
交
を
有
利
に
進
め
た
。
先
行
研
究
で
は

こ
の
状
態
を｢
連
合
政
権｣

な
い
し｢

二
重
政
権｣

と
定
義
し
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
こ
の
政
権
の
特
徴
と
し
て
、
幕
府
構
成
員
と
織
田
家
臣

の
連
署
に
よ
る
文
書
が
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
藤
孝
署
判
の
事
例
も
わ
ず
か
で
あ
る
が
確
認
出
来
る
。

【
史
料
三（

11
（

】
當
寺
寄
宿
等
之
事
、
任
二
御
下
知
之
旨
一
、
御
免
除
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
由
候
也
、
恐
々
謹
言
、

細
川
兵
部
大
輔

十
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
孝
（
花
押
）

明　
　
　

院
良
政
（
花
押
）

木
下
藤
吉
郎

秀
吉
（
花
押
）

芝
藥
師

阿
弥
陀
寺

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
連
合
政
権
期
に
お
い
て
、
幕
府
の
軍
事
力
や
洛
中
の
検
断
権
は
義
昭
直
属
軍
の
み
で
は
十
分
に
機
能
し
え
な
か
っ

た
た
め
、
信
長
の
支
援
に
よ
っ
て
補
完
が
図
ら
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
は
、
こ
の
文
書
の
よ
う
に
、
幕
府
構
成
員
と
織
田
家
臣

に
よ
る
連
署
奉
書
が
畿
内
各
地
に
発
給
さ
れ
て
い
る
。【
史
料
三
】
は
、
連
署
奉
書
の
中
で
も
藤
孝
が
署
判
を
加
え
た
数
少
な
い
事
例
で

あ
る
。
発
給
文
書
か
ら
み
て
も
、こ
の
時
期
の
藤
孝
は
所
領
安
堵
な
ど
の
政
務
に
は
携
わ
っ
て
は
お
ら
ず
、取
り
次
ぎ
が
主
な
活
動
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
連
署
奉
書
に
藤
孝
署
判
が
少
な
い
理
由
と
し
て
は
、こ
の
時
三
条
西
実
枝
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
た
こ
と
、

六
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そ
し
て
義
昭
以
前
か
ら
幕
府
政
務
を
掌
っ
て
い
た
奉
行
衆
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
元
亀
年
間
か
ら
次
第
に
藤
孝
の
活
動
に
変
化
が
生
じ
、
義
昭
・
信
長
間
を
仲
介
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
。

【
史
料
四（

15
（

】
今
日
巳
時
越
前
衆
并
浅
井
備
前
守
、
横
山
為
二
後
詰
一
、
野
村
与
申
所
迄
執
出
、
両
所
備
二
人
数
一
、
越
前
衆
壱
万
五
千
計
・
浅
井
衆

五
六
千
も
可
レ
有
レ
之
候
歟
、
同
刻
従
二
此
方
一
切
懸
、
両
口
一
統
ニ
遂
二
合
戦
一
、
得
二
大
利
一
候
、
首
之
事
更
不
レ
知
二
校
量
一
候
間
、

不
レ
及
レ
注
候
、野
も
田
畠
も
死
骸
計
候
、誠
為
二
天
下
大
慶
一
不
レ
過
レ
之
候
、小
谷
之
城
雖
レ
可
二
攻
崩
一
、山
景
之
由
候
間
、先
相
抱
候
、

畢
竟
落
居
不
レ
可
レ
有
程
候
、
両
国
共
ニ
以
二
武
篇
之
一
儀
一
、
非
二
物
之
数
一
候
、
江
北
之
事
ハ
属
二
平
均
一
候
、
横
山
楯
籠
候
共
種
々

詫
言
申
候
へ
共
、
可
二
討
果
一
覚
悟
候　

可
レ
為
二
今
明
日
之
間
一
候
、
則
佐
和
山
之
儀
申
付
、
直
ニ
可
レ
致
二
上
洛
一
候
、
此
等
之
趣
可
レ

有
二
御
披
露
一
候
、
恐
々
謹
言
、

織
田
弾
正
忠

六
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
長

細
川
兵
部
大
輔

今
度
岡
崎
家
康
出
陣
、
此
等
手
廻
之
者
共
、
一
番
合
戦
之
儀
論
之
間
、
家
康
被
二
仰
付
一
候
、
池
田
勝
三
郎
・
丹
羽
五
郎
左
衛
門
相
加
、

越
前
衆
ニ
懸
候
而
、
浅
井
衆
ニ
ハ
手
廻
之
者
共
ニ
、
其
外
相
加
相
果
候
、
何
も
以
抽
二
粉
骨
一
候
、
過
二
御
察
一
候
、
以
上
、

こ
れ
は
、
信
長
・
徳
川
家
康
軍
が
朝
倉
・
浅
井
軍
を
近
江
国
浅
井
郡
姉
川
で
破
っ
た
直
後
に
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
か
ら
、

合
戦
が
信
長
の
大
勝
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
近
江
国
野
村
に
陣
を
構
え
て
い
た
朝
倉
・
浅
井
両
氏
併
せ
て

二
万
余
り
の
軍
勢
を
、
信
長
が
攻
め
落
と
し
、
そ
の
勢
い
で
浅
井
氏
の
本
拠
で
あ
る
小
谷
城
を
包
囲
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
信
長

は
小
谷
城
は
山
に
囲
ま
れ
て
は
い
る
が
、
程
な
く
攻
め
落
と
せ
る
だ
ろ
う
と
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
佐
和
山
城
に
籠
も

る
浅
井
家
臣
磯
野
員
昌
に
対
す
る
備
え
を
し
た
後
に
上
洛
す
る
と
藤
孝
に
伝
え
、
義
昭
へ
の
披
露
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
藤
孝

七
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は
義
昭
の
側
に
仕
え
、こ
こ
で
の
信
長
の
よ
う
に
義
昭
へ
の
披
露
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
取
次
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
表
一
】に
も
あ
る
よ
う
に
基
本
的
に
は
藤
孝
は
義
昭
の
下
で
活
動
し
て
い
る
が
、以
前
と
比
べ
て
信
長
の
下
で
の
活
動
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
以
後
藤
孝
と
信
長
は
関
係
を
深
め
て
い
く
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
義
昭
・
信
長
間
の
関
係
悪
化
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３
、
信
長
と
の
関
係

信
長
と
と
も
に
入
京
し
た
義
昭
は
、
越
後
国
上
杉
氏
な
ど
の
大
名
に
も
上
洛
を
求
め
て
い
た
。
先
行
研
究
で
は
、
義
昭
は
信
長
だ
け
で

は
な
く
、
複
数
の
大
名
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
軍
権
力
の
安
定
化
を
図
ろ
う
と
し
た
と
し
て
い
る（

16
（

。
一
方
、
信
長
は
義
昭
と
は

異
な
る
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
勢
力
拡
大
や
外
交
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
上
意
の
独
占
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
永
禄

十
二
年
（
一
五
六
九
）
一
月
十
四
日
と
十
六
日
に
、
信
長
は
義
昭
に
対
し
て
殿
中
御
掟（

17
（

を
提
示
し
た
。
こ
の
殿
中
掟
で
は
、
幕
府
構
成
員

の
職
掌
や
、
公
家
・
僧
侶
の
幕
府
へ
の
出
仕
の
作
法
に
つ
い
て
取
り
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
永
禄
十
三
年
正
月
に
は
追
加
五
ヶ
条（

18
（

を
提
示

し
、
御
内
書
発
給
に
信
長
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
。
信
長
に
よ
る
将
軍
権
力
へ
の
介
入
は
、
権
力
の
専
制
化
を
目
指

す
義
昭
と
の
対
立
を
生
じ
さ
せ
た
。
元
亀
年
間
以
降
、
関
係
悪
化
が
表
面
化
す
る
。
こ
の
状
況
は
、
藤
孝
宛
信
長
発
給
文
書
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。【
表
二
】
を
み
る
と
、
元
亀
年
間
に
な
る
と
、
藤
孝
宛
文
書
の
発
給
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
史
料
五（

11
（

】猶
以
、朱
印
遣
候
ハ
ん
か
た
候
者
、可
レ
承
候
、只
今
内
藤
か
た
へ
の
折
帋
遣
之
候
、さ
て
も
〳
〵
如
レ
此
為
躰
不
慮
之
次
第
ニ
候
、

今
般
被
二
聞
召
直
一
候
ヘ
ハ
、
天
下
再
興
候
歟
、
毎
時
不
レ
可
レ
有
二
御
油
断
一
候
、
替
趣
も
候
者
、
追
々
可
レ
承
候
、

京
都
之
模
様
其
外
具
承
候
、
令
二
満
足
一
候
、
今
度
友
閑
・
嶋
田
を
以
御
理
申
半
候
、
依
レ
之
条
々
被
二
仰
下
一
ニ
付
て
、
い
つ
れ
も
御

請
申
候
、
然
者
奉
公
衆
内
不
二
聞
分
一
仁
躰
、
質
物
之
事
被
レ
下
候
様
に
と
申
候
、
此
内
ニ
其
方
之
名
を
も
書
付
候
、
可
レ
被
レ
得
二
其

八
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意
一
候
、
此
一
儀
不
二
相
済
一
候
者
、
可
レ
随
二
其
上
意
一
、
何
以
難
レ
背
候
間
、
領
掌
仕
候
、
此
上
者
信
長
不
届
に
て
、
不
レ
可
レ
有
レ
之
候
、

此
方
隙
開
候
間
、
不
図
遂
二
上
洛
一
、
可
レ
属
二
存
分
一
候
、
其
方
無
二
之
御
覚
悟
、
連
々
無
二
等
閑
一
令
二
入
魂
一
処
、
相
見
候
、
荒
木
・

池
田
其
外
い
つ
れ
も
対
二
此
方
一
無
二
疎
略
一
、一
味
之
衆
へ
才
覚
簡
要
ニ
候
、
恐
々
謹
言
、

二
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
長
（
朱
印
）

｢
（
墨
引
）｣

｢

細
川
兵
部
大
輔
殿　
　
　

信
長｣

【
史
料
五
】
は
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
二
月
二
十
六
日
に
信
長
か
ら
藤
孝
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
同
月
十
三
日

に
義
昭
が
挙
兵
し
た
た
め
、
信
長
は
史
料
中
に
み
え
る
友
閑
（
松
井
泰
之
）・
嶋
田
（
秀
満
）
を
使
者
と
し
て
義
昭
と
の
和
平
を
求
め
た（

20
（

。

そ
の
後
に
発
給
さ
れ
た
も
の
が
【
史
料
五
】
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
義
昭
か
ら
人
質
交
換
が
和
平
の
条
件
と
し
て
示
さ
れ
、
こ
れ
を

承
認
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
信
長
は
藤
孝
に
対
し
て
、
義
昭
側
か
ら
の
人
質
に
藤
孝
の
名
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
の
了

解
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
信
長
は
藤
孝
に
対
し｢

其
方
無
二
之
御
覚
悟
、連
々
無
二
等
閑
一
令
二
入
魂
一
処｣

と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

信
長
が
藤
孝
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
追
而
書
に
て
、
信
長
は
朱
印
を
遣
わ
す
必
要
が
あ
れ
ば
応
じ
る
と
し
て
、

藤
孝
の
懐
柔
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
元
亀
四
年
は
、
義
昭
と
信
長
の
関
係
悪
化
が
表
面
化
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、【
史
料

五
】
を
は
じ
め
と
し
て
、
藤
孝
宛
信
長
文
書
の
発
給
が
集
中
し
て
い
る
。
話
は
前
後
す
る
が
、【
史
料
五
】
が
発
給
さ
れ
た
三
日
前
の
同

月
二
十
三
日
付
文
書（

21
（

は
、
藤
孝
の
連
絡
を
受
け
た
信
長
が
、
今
後
の
方
針
を
伝
え
て
い
る
。
二
十
九
日
付
文
書（

22
（

は
、【
史
料
五
】
に
あ
る

人
質
交
換
の
た
め
の
交
渉
が
進
展
し
た
た
め
、
近
日
中
に
上
洛
す
る
旨
を
藤
孝
に
伝
え
て
い
る
。【
史
料
四
】
で
は
義
昭
へ
の
披
露
を
求

め
る
文
言
が
確
認
出
来
た
が
、
元
亀
四
年
二
月
時
点
の
一
連
の
文
書
に
は
そ
う
し
た
文
言
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、【
史
料
五
】

に
あ
る｢

替
趣
も
候
者
、
追
々
可
承
候｣

の
よ
う
に
、
藤
孝
の
能
動
的
な
意
思
を
窺
わ
せ
る
文
言
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同

時
期
に
発
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
藤
孝
文
書
か
ら
も
そ
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
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【
史
料
六（

21
（

】

｢　

革
市
進
之
候　
　
　

細
兵藤

孝｣
昨
日
御
見
舞
畏
入
候
、
滝
左
返
書
調
候
ハ
ヽ
、
進
レ
之
候
、
御
内
見
候
ハ
ヽ
、
木
村
方
へ
、
可
レ
被
二
相
渡
一
候
、
将
又
、
世
上
之
躰
、

何
共
不
二
見
分
一
次
第
候
、信
長
次
第
同
存
候
間
、於
二
当
城
一
、先
成
様
可
二
見
届
一
覚
悟
候
、内
々
其
御
覚
悟
専
用
候
、委
細
□
及
申
候
、

不
レ
具
候
、
恐
々
謹
言
、

二
月
十
一
日　
　
　
　

藤
孝
（
花
押
）

革
市
進
之
候

【
史
料
六
】
は
、
藤
孝
の
与
力
で
あ
り
山
城
国
国
人
衆
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
革
嶋
秀
存
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
中
の｢

世
上
之
躰｣

と
は
お
そ
ら
く
義
昭
と
信
長
の
関
係
が
悪
化
し
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
藤
孝
は
革
嶋
秀
存
に
対
し
、
義
昭
と
信
長
の
関
係
は
信
長

次
第
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
自
分
は
居
城
の
勝
龍
寺
城
で
今
後
の
情
勢
を
見
極
め
る
つ
も
り
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
義

昭
・
信
長
へ
の
両
属
状
態
に
あ
っ
た
藤
孝
が
、
両
者
の
和
平
交
渉
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
勝
龍
寺
城
で
情
勢
の
変
化
を

見
守
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

【
史
料
六
】
で
は
中
立
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
発
給
文
書
で
は
、
元
亀
三
年
段
階
か
ら
義
昭
の
下
で
の

活
動
が
み
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
信
長
の
下
で
の
活
動
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、
吉
田
兼
見
の
日
記｢

兼
見
卿
記｣

元
亀
四
年
四
月
七
日
条
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

【
史
料
七（

21
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】
七
日
、
丁
巳
、
以
二
和
平
之
儀
一
、
自
二
信
長
一
名
代
織
田
三
郎
五
郎
・
佐
久
間
衛
門
尉
・
細
川
兵
部
大
輔
武
家
御
所
へ
祗
候
也
、
各

御
対
面
云
々
、
後
刻
参
二
武
家
御
所
一
了
、

【
史
料
七
】
は
朝
廷
の
斡
旋
に
よ
っ
て
義
昭
・
信
長
間
で
和
平
が
成
立
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
信
長
の
名
代
と
し
て
織
田
信
広
と
佐

一
〇



細
川
藤
孝
の
動
向
に
つ
い
て

（（

久
間
信
盛
が
参
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
信
長
側
の
使
者
と
し
て
藤
孝
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
、
藤
孝
は
こ
の
時
点
で
織
田
家
臣
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
藤
孝
は
永
禄
九
年
以
来
信
長
と
接
触
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
り
上
洛
以
降
は
義
昭
・
信
長
間
の
取
り
次
ぎ

を
行
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
立
場
に
立
っ
て
い
た
た
め
、
両
者
の
関
係
が
藤
孝
の
去
就
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
義
昭
と
信
長
の
関
係
悪
化
が
表
面
化
し
た
元
亀
年
間
に
は
、
藤
孝
の
行
動
に
も
変
化
が
生
じ
、
義
昭
の
下
で
の
活
動
に
関
す
る
史
料

が
減
少
す
る
代
わ
り
に
信
長
の
下
で
の
滑
動
を
示
す
史
料
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

二
、
織
田
政
権
下
に
お
け
る
動
向

１
、
織
田
政
権
下
の
所
領
支
配

こ
の
節
で
は
、
織
田
政
権
下
に
お
け
る
藤
孝
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
検
討
に
入
る
前
に
、
織
田
政
権
以
前
の
藤
孝
の
所
領
支
配

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
藤
孝
の
所
領
支
配
に
関
す
る
史
料
は
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
の
西
京
御
料
所
の
管
理
を
命
じ
ら
れ
た

も
の
が
初
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
関
連
す
る
藤
孝
の
文
書
発
給
は
途
絶
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
義

昭
と
行
動
を
共
に
し
、
京
を
離
れ
て
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
入
京
後
の
永
禄
十
二
年
、
藤
孝
は
山
城
国
乙
訓
郡
の
勝

龍
寺
城
に
入
り（

25
（

、
以
後
こ
こ
を
拠
点
に
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
の
後
、
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～
一
五
七
三
）
に
入
る
と
、
所
領
支
配
に

関
す
る
文
書
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

【
史
料
八（

26
（

】
勝
竜
寺
要
害
之
儀
付
而
、
桂
川
よ
り
西
の
在
々
所
々
、
門
並
人
夫
参
ヶ
日
之
間
被
二
申
付
一
、
可
レ
有
二
普
請
一
事
簡
要
候
、
仍
如
レ
件
、

一
一
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元
亀
弐十

月
十
四
日　
　
　
　
　
　

信
長
（
朱
印
）

細
川
兵
部
大
輔
殿

【
史
料
九（

27
（

】
大
坂
へ
通
路
之
者
、
商
人
ニ
相
紛
、
往
覆
之
由
其
聞
候
、
然
者
於
二
其
地
一
堅
可
レ
被
二
相
改
一
候
、
於
二
不
審
之
輩
一
者
搦
捕
、
可
レ
有
二

注
進
一
候
、
無
二
油
断
一
可
レ
被
二
申
付
一
候
状
如
レ
件
、

元
亀
参

七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

信
長
（
朱
印
）

細
川
兵
部
大
輔
殿

【
史
料
八
】
は
、
元
亀
二
年
の
も
の
で
、
勝
龍
寺
城
普
請
の
た
め
の
人
夫
役
徴
収
、【
史
料
九
】
も
う
一
通
は
、
翌
三
年
に
通
行
人
の
取
り

締
ま
り
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
信
長
の
命
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
時
期
の
藤
孝
は
在
地
に
対
す
る
動
員
権
を

有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
の
藤
孝
は
、
勝
龍
寺
城
の
城
代
と
し
て
の
役
割
が
強
か
っ
た
と
い
え
る

ま
た
、
書
止
文
言
が
「
仍
如
件
」
や
「
状
如
件
」
と
い
う
判
物
（
直
状
）
形
式
で
あ
り
、
主
従
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
し
完
全
に
織
田
家
臣
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
も
義
昭
家
臣
と
し
て
活
動
し
、
さ
ら
に
は
闕
所
と
な
っ
て
い
た
公

家
竹
内
氏
の
所
領
を
義
昭
か
ら
与
え
ら
れ
て
お
り（

28
（

、
実
際
は
両
属
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

前
章
【
史
料
五
】
で
触
れ
た
義
昭
・
信
長
間
の
人
質
交
換
は
決
裂
し
た
。
そ
こ
で
信
長
は
、
翌
三
月
に
京
を
目
指
し
て
出
陣
し
た
。
入

京
し
た
信
長
は
、
四
月
三
日
に
賀
茂
か
ら
嵯
峨
に
か
け
て
を
放
火（

21
（

し
、
義
昭
へ
和
平
を
求
め
た
。
一
方
の
義
昭
は
、
信
長
の
求
め
に
応
じ

る
こ
と
な
く
、
敵
対
行
動
を
取
り
続
け
た
。
そ
し
て
同
月
七
日
、【
史
料
七
】
で
触
れ
た
よ
う
に
、
朝
廷
の
仲
裁
も
あ
り
義
昭
・
信
長
は

和
平
を
結
ん
だ
。
し
か
し
、
結
局
は
こ
の
和
平
も
破
談
と
な
り
、
義
昭
は
二
条
城
か
ら
同
国
槇
島
へ
移
り
、
再
び
信
長
と
敵
対
し
た
。
こ

れ
を
受
け
た
信
長
は
、
同
年
七
月
、
山
城
国
槇
島
城
に
籠
も
る
義
昭
を
攻
撃
し
た
。

一
二



細
川
藤
孝
の
動
向
に
つ
い
て

（（

こ
の
時
期
の
藤
孝
の
動
向
の
詳
細
は
判
然
と
し
な
い
が
、
同
年
五
月
に
、
上
杉
謙
信
に
対
し
て
、
信
長
に
味
方
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

る（
10
（

。
こ
こ
か
ら
、
信
長
の
下
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
出
来
る
。
そ
し
て
、
同
月
七
月
、
藤
孝
は
信
長
か
ら
所
領
を
宛
行
わ
れ
た
。

【
史
料
十（

11
（

】
今
度
被
レ
対
二
信
長
一
被
レ
抽
二
忠
節
一
候
、
誠
神
妙
之
至
候
、
仍
城
州
之
内
限
二
桂
川
西
地
一
之
事
、
一
識

（
職
（

ニ
申
談
候
、
全
二
領
知
一
不
レ

可
レ
有
二
相
違
一
之
状
如
レ
件
、

元
亀
四
年

七
月
十
日　
　
　
　
　
　

信
長
（
朱
印
）

細
川
兵
部
大
輔
殿

こ
の
文
書
に
よ
り
、
藤
孝
は
、
山
城
国
桂
川
以
西
の
支
配
権
を
獲
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
地
域
は
、
現
在
の
京
都
府
長
岡
京
市
と

向
日
市
に
ま
た
が
る
一
帯
を
指
す
地
域
で
あ
り
、
桂
川
と
西
国
街
道
に
接
す
る
交
通
・
交
易
の
要
衝
で
あ
る
。
ま
た
、
当
地
域
は
、
史
料

上
で
は｢

西
岡｣

と
表
記
さ
れ
て
い
る（

12
（

。【
史
料
十
】
で
藤
孝
の
所
領
と
な
っ
た
地
域
は
、【
史
料
八
】
に
み
え
る｢

桂
川
よ
り
西
の
在
々

所
々｣

と
同
地
域
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
そ
の
比
定
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
史
料
八
】【
史
料
九
】
で
触
れ
た
よ
う
に
、
在
地
へ
の
人
夫
役
徴
収
を
信
長
に
求
め
て
い
た
こ
と
か
ら
【
史
料
十
】
発
給
以
前
の
同
地

に
対
す
る
藤
孝
の
権
限
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、【
史
料
十
】
発
給
後
は
、
藤
孝
署
判
に
よ
る
在
地
領
主
へ

の
安
堵
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
書
止
文
言
に
も
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
前
掲
の
革
嶋
秀
存
宛
文
書
で
は｢

恐
々
謹
言｣

が

使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年
発
給
の
安
堵
状
で
は｢

仍
如
件｣
が
用
い
ら
れ
、
書
状
形
式
か
ら
判
物
形
式
へ
と
明
確
に
変
化
し
て
い
る
。

こ
れ
は
革
嶋
氏
の
み
な
ら
ず
、
寺
社
を
除
く
在
地
領
主
に
対
し
て
一
様
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
藤
孝
と
在
地
と
の
間
に
主
従
関
係
が

構
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

支
配
規
模
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
元
亀
四
年
七
月
十
日
以
前
は
居
城
の
勝
龍
寺
城
周
辺
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
は
文
書

の
発
給
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
配
範
囲
は
拡
大
し
て
い
る
と
い
え
る
。

一
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２
、
署
判
の
変
化

こ
の
時
期
の
発
給
文
書
に
み
え
る
大
き
な
変
化
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
書
判
の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
時
期
か
ら
、
発
給
文
書
に
み
ら

れ
る
藤
孝
の
苗
字
が｢

細
川｣

か
ら｢

長
岡｣

に
変
化
し
て
お
り
、
注
目
で
き
る
事
実
で
あ
る
。
藤
孝
は
改
称
し
て
以
降
、｢

細
川｣

に

復
姓
す
る
こ
と
な
く
、
一
貫
し
て｢

長
岡｣

を
使
用
し
続
け
る
。

【
表
一
】
を
み
る
と
わ
か
る
通
り
、｢

細
川｣

を
最
後
に
使
用
し
た
例
は
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
一
月
七
日
付
で
あ
る
。
ま
た
、
同

年
二
月
十
一
日
付
書
状
で
も
「
細
兵
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
上
書
で
あ
る
た
め
後
世
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
。
一
方
、｢

長
岡｣
の
使
用
は
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
二
日
付
が
初
出
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
元
亀
四
年

一
月
七
日
か
ら
天
正
元
年
八
月
の
間
に
、
藤
孝
は｢

細
川｣

か
ら｢

長
岡｣

に
改
称
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
『
信
長
公

記（
11
（

』
で
は
、
元
亀
四
年
七
月
十
六
日
条
を
境
に｢

細
川｣

か
ら｢

長
岡｣

へ
と
文
言
が
変
わ
っ
て
お
り
、
発
給
文
書
に
お
け
る
署
判
の
変

化
と
時
期
が
符
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
改
称
が
藤
孝
と
信
長
の
ど
ち
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
。
そ
こ
で
、
藤
孝
と
信
長
双
方
の
発
給
文
書
を
比

較
す
る
と
、
藤
孝
発
給
文
書
に
お
け
る｢

長
岡｣
使
用
の
初
出
は
、
天
正
元
年
八
月
二
日
で
あ
る
。
一
方
の
信
長
発
給
文
書
で
は
、
同
年

十
一
月
十
二
日
が
初
出
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
両
者
の
発
給
文
書
の
み
を
比
較
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
信
長
が
改
称

を
命
じ
た
可
能
性
を
否
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
発
給
者
の
主
体
性
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
決
し
て
軽
視
出

来
な
い
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
藤
孝
の
方
が
信
長
よ
り
も｢

長
岡｣

を
使
用
し
た
例
が
早
い
た
め
、

藤
孝
の
意
思
に
よ
る
改
称
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

続
い
て
、
藤
孝
が
改
称
し
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
述
し
た
通
り
、
藤
孝
が｢

細
川｣

を
使
用
し
た
例
は
、
元
亀
四
年
一
月
七

日
な
い
し
二
月
十
一
日
付
文
書
が
最
後
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
約
半
年
の
間
に
起
こ
っ
た
出
来
事
が
藤
孝
の
改
称
に
影
響
し
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
間
に
起
き
た
藤
孝
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
で
、
苗
字
を
変
え
る
程
の
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
変
化
と
し
て

一
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細
川
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孝
の
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向
に
つ
い
て

（（

足
利
義
昭
・
信
長
間
の
対
立
の
激
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

足
利
義
昭
が
一
方
的
に
和
平
を
破
棄
し
、
信
長
に
対
し
て
挙
兵
を
行
っ
た
の
が
、
元
亀
四
年
七
月
で
あ
り
、
同
七
月
十
八
日
に
京
か
ら

若
江
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）
に
退
く（

11
（

ま
で
、
真
木
島
城
（
京
都
府
宇
治
市
）
で
抗
争
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
期
間
は
、
前
述
の
署
判
の
変

化
と
時
期
が
符
合
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
事
実
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
ま
た
、
藤
孝
の
改
称
に
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
実
と
し
て
、
七
月
十
日
に
信
長
か
ら
山
城
国
桂
川
以
西
の
一
職
支

配
権
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
（【
史
料
十
】）。
こ
の
一
職
支
配
権
の
付
与
が
、
そ
れ
ま
で
限
定
さ
れ
て
い
た
藤
孝
の
当
地
に

お
け
る
権
限
を
大
き
く
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
信
長
よ
り
そ
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
重
要
な
事
実
で

あ
る
。
苗
字
を
変
え
る
理
由
に
、
領
域
支
配
者
が
そ
の
地
域
の
地
名
を
名
乗
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
現
に
桂
川
以
西
の

地
域
に
は｢

長
岡｣

（
現
在
の
京
都
府
長
岡
京
市
長
岡
周
辺
一
帯
を
指
す
）
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
苗
字
が
採
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
藤
孝
が｢

長
岡｣

を
名
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
を
当
地
域
の
支
配
者
と
し
て
周
囲
に
認
知
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
た

め
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、｢

細
川｣

と
い
う
苗
字
は
、足
利
一
族
の
苗
字
で
あ
り
、室
町
時
代
を
通
し
て
幕
府
内
で
も
特
別
な
格
式
を
持
つ
苗
字
で
あ
る
。

自
ら
養
子
と
な
っ
て
「
細
川
」
を
名
乗
っ
た
藤
孝
の
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、そ
の
意
識
は
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
「
細
川
」
か
ら
「
長
岡
」
と
い
う
地
名
を
起
源
と
す
る
苗
字
へ
の
改
称
は
、
藤
孝
の
室
町
幕
府
的
秩
序
か
ら
の
離
脱
と
織
田
政
権
へ

の
帰
属
の
意
思
の
表
明
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
義
昭
の
京
都
か
ら
退
去
が
時
期
的
に
符
合
す
る
こ

と
か
ら
考
え
て
も
首
肯
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
藤
孝
の
「
改
称
」
と
は
、
織
田
政
権
従
属
の
明
確
化
を
藤
孝
自
身
が
表

明
す
る
意
味
を
込
め
た
改
称
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
た
い
。
足
利
義
昭
の
下
で
活
動
し
て
い
た
細
川
藤
孝
は
、
大
名
へ
の
上
洛
交
渉
を
通
じ
て
信
長
と

の
関
係
を
深
め
て
い
る
。
そ
の
接
触
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
以
前
か
ら
す
で
に
み
ら
れ
、
文
書
で
の
や
り
取
り
の
み
な
ら
ず
、
直

接
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
上
洛
後
も
義
昭
と
信
長
の
仲
介
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
義
輝
期
と
義
昭
期
で
藤
孝
の
活
動
に
も
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
義
輝
期
に
は
文
書
の
発
給
は
ご
く
少
数
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の

の
、
義
昭
以
降
に
な
る
と
発
給
の
頻
度
が
増
加
し
、
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲
は
北
関
東
か
ら
九
州
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ

の
中
で
も
尾
張
国
へ
赴
い
て
い
る
な
ど
、
信
長
と
の
つ
な
が
り
は
深
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

永
禄
十
一
年
以
降
に
な
る
と
、
義
昭
・
信
長
の
間
に
あ
っ
て
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
。
信
長
か
ら
は
義
昭
へ
の
披
露
や
、
京
の
情
勢
の

連
絡
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～
一
五
七
三
）
を
通
し
て
次
第
に
変
化
が
生
じ
、
藤
孝
宛
信
長
文
書
か
ら

義
昭
へ
の
披
露
を
求
め
る
文
言
が
無
く
な
り
、
代
わ
り
に
藤
孝
が
能
動
的
に
信
長
へ
情
報
を
供
与
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
文
言
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
信
長
の
下
で
の
活
動
が
増
加
し
た
背
景
に
は
、
義
昭
・
信
長
の
関
係
の
悪
化
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

当
該
期
の
藤
孝
の
活
動
は
、
元
亀
年
間
前
半
は
義
昭
・
信
長
へ
の
両
属
状
態
を
維
持
し
、
義
昭
家
臣
と
し
て
の
活
動
が
減
少
す
る
に
伴
い

信
長
の
下
で
の
活
動
が
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
様
子
は
、
所
領
支
配
の
視
点
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
永
禄
十
二
年
以
来
、
藤
孝
は
山
城
国
乙
訓
郡
勝
龍
寺
城
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
。
元
亀
年
間
で
は
、【
史
料
八
】【
史
料
九
】
で
触
れ
た
よ
う
に
、藤
孝
の
権
限
は
決
し
て
強
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、【
史

料
十
】
で
山
城
国
桂
川
以
西
の
支
配
を
開
始
し
て
以
降
は
、藤
孝
か
ら
在
地
領
主
に
対
し
て
安
堵
状
が
複
数
発
給
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

寺
社
を
除
く
在
地
領
主
へ
の
安
堵
状
の
書
止
文
言
が｢

恐
々
謹
言｣

か
ら｢
如
レ
件｣

へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
書
状
形
式
か

ら
判
物
形
式
へ
と
変
化
し
た
こ
と
で
、
在
地
領
主
と
の
主
従
関
係
を
形
成
し
た
と
い
え
る
。

「
細
川
」
か
ら
「
長
岡
」
へ
の
改
称
は
、
元
亀
四
年
一
月
七
日
な
い
し
二
月
十
一
日
か
ら
、
同
年
で
あ
る
天
正
元
年
八
月
二
日
の
間
に
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行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、改
称
は
信
長
で
は
な
く
、藤
孝
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。｢

長
岡｣

を
使
用
し
た
理
由
は
、

桂
川
以
西
の｢

長
岡｣

か
ら
採
っ
た
も
の
で
、
自
身
を
当
地
の
支
配
者
と
し
て
在
地
領
主
に
認
識
さ
せ
る
意
思
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
所
領
支
配
以
外
に
も
改
称
の
理
由
が
指
摘
出
来
る
。
そ
れ
は
当
時
の
政
治
情
勢
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
義
昭
が
元
亀

四
年
七
月
十
八
日
に
京
を
離
れ
、
河
内
国
若
江
に
移
っ
た
影
響
も
あ
ろ
う
。
藤
孝
は
改
称
以
後
一
貫
し
て｢

長
岡｣

を
使
用
し
、｢

細
川｣

に
は
戻
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
義
昭
の
下
を
離
れ
、
織
田
家
臣
と
な
っ
た
こ
と
で
、
室
町
幕
府
的
秩
序
か
ら
の
脱
却
と
織
田
政
権
へ
の

帰
属
を
表
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
藤
孝
が
織
田
家
臣
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
藤
孝
宛
信
長
発
給
文
書
に
も
変
化
が

生
じ
て
い
る
。
永
禄
～
天
正
年
間
前
半
ま
で
は
書
状
形
式
か
つ
書
止
文
言
が｢

恐
々
謹
言｣

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
正
六
年
以
降
に
な

る
と｢

候
也｣

に
変
化
し
て
お
り
、
主
従
関
係
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
、
雑
駁
な
考
察
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
全
体
的
に
不
十
分
な
箇
所
が
多
く
、
藤
孝
の
問
題
に
限
定
し
て
も
、
例
え

ば
、
花
押
の
変
化
に
言
及
す
る
こ
と
が
出
来
て
お
ら
ず
、
ま
た
苗
字
も
同
様
に
、
嫡
男
忠
興
が｢

細
川｣

に
戻
し
て
い
る
等
検
討
す
べ
き

課
題
が
多
い
。
今
後
は
、
よ
り
一
層
の
藤
孝
を
め
ぐ
る
事
実
の
究
明
や
、
家
臣
団
を
含
め
た
細
川
（
長
岡
）
氏
の
近
世
大
名
化
の
問
題
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

註
（1）
渡
辺
世
祐｢

足
利
義
昭
と
織
田
信
長
と
の
関
係
に
就
い
て
の
研
究｣

（『
史
学
雑
誌
』
二
二
―
一
、一
九
一
一
年
）、
藤
木
久
志｢

織
田

信
長
の
政
治
的
地
位｣

（『
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
脇
田
修｢

織
田
政
権
と
室
町
幕
府｣

（『
日
本

史
論
集
』、
清
文
堂
、
一
九
七
五
年
）。

（2）
久
野
雅
司｢

足
利
義
昭
政
権
と
織
田
政
権
―
―
京
都
支
配
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―
―｣

（『
歴
史
評
論
』
六
四
〇
号
、二
〇
〇
三
年
）。

（（）
山
田
康
弘
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
将
軍
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（（）
前
掲
久
野
雅
司
論
文
。
山
田
康
弘｢

戦
国
期
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
と
信
長
朱
印
状｣

（『
古
文
書
研
究
』
六
五
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
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木
下
昌
規
『
戦
国
期
足
利
将
軍
家
の
権
力
構
造
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
）。

（（）
三
鬼
清
一
郎｢

織
田
政
権
の
権
力
構
造｣

（『
織
田
政
権
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、
久
野
論
文
前
掲

（2）
、

（（）
。
山
田

論
文
前
掲

（（）
。
川
元
奈
々｢

将
軍
足
利
義
昭
期
に
お
け
る
幕
府
構
造
の
研
究
―
―
奉
公
衆
を
中
心
と
し
て
―
―｣

（『
織
豊
期
研
究
』

一
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
木
下
昌
規｢

織
田
権
力
の
京
都
支
配｣

（『
織
田
権
力
の
領
域
支
配
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（（）
染
谷
光
廣｢
織
田
政
権
と
足
利
義
昭
の
奉
公
衆
・
奉
行
衆
と
の
関
係
に
つ
い
て｣

（『
国
史
学
』
一
一
〇
・
一
一
一
号
、
一
九
八
〇
年
）、

金
子
拓｢

室
町
幕
府
最
末
期
の
奉
公
衆
三
淵
藤
英｣

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（（）
和
歌
や
古
今
伝
授
に
関
し
て
は
、
膨
大
な
研
究
実
績
が
あ
る
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
土
田
将
雄
『
細
川
幽
斎
の
研
究
』
正
・
続

（
笠
間
書
院�

一
九
七
六
年
・
一
九
九
四
年
）、
林
達
也｢

細
川
幽
斎
年
譜
稿
（
一
）
～
（
三
）｣

（『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

二
八
～
三
〇
輯
、
一
九
七
四
～
一
九
七
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（（）
仁
木
宏｢

細
川
藤
孝
と
革
嶋
秀
存
―
―
室
町
幕
府
倒
壊
期
の
山
城
西
岡
―
―｣

（『
日
本
国
家
の
史
的
特
質�

古
代
・
中
世
』
思
文
閣

出
版�

一
九
九
七
年
）、
尾
下
成
敏｢
織
田
・
豊
臣
政
権
下
の
地
域
支
配
―
―｢

一
職
支
配｣

論
の
現
在
―
―｣

（
中
世
後
期
研
究
会

編
『
室
町
・
戦
国
期
を
読
み
な
お
す
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
木
下
昌
規｢

織
田
権
力
の
京
都
支
配｣

（『
織
田
権
力
の
領

域
支
配
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
森
正
人
・
稲
葉
継
陽
編
『
細
川
家
の
歴
史
資
料
と
書
籍
』（
吉
川
弘
文
館�

二
〇
一
三
年
）、

鈴
木
将
典｢

織
田
・
豊
臣
大
名
細
川
氏
の
丹
後
支
配｣
（『
織
豊
期
研
究
』
二
〇
一
四
年
）。

（（）
桑
田
忠
親｢

細
川
幽
斎｣

（
日
本
書
院
、
一
九
四
八
年
）、
細
川
護
貞
『
細
川
幽
斎
』（
求
龍
堂
、
一
九
七
二
年
）、
橋
本
政
宣｢

寛
永

諸
家
系
図
伝
と
細
川
系
図｣

（『
日
本
歴
史
』
第
五
〇
一
号�
一
九
九
〇
年
）、
仁
木
宏
前
掲
論
文

（（）
、
森
正
人
・
稲
葉
継
陽
編
『
細
川

家
の
歴
史
資
料
と
書
籍
』（
吉
川
弘
文
館�

二
〇
一
三
年
）。

（10）
木
下
聡｢

室
町
幕
府
の
対
領
主
交
渉
に
お
け
る
伊
勢
氏
の
位
置
付
け
に
つ
い
て｣

（
室
町
期
研
究
会
報
告
レ
ジ
ュ
メ
、二
〇
一
二
年
）。

（11）
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
四
月
十
八
日
日
付｢

和
田
家
文
書｣

（『
新
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
（
上
巻
）』
六
〇
号
文
書
。
以
下
『
信

長
文
書
』
と
す
る
）。
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細
川
藤
孝
の
動
向
に
つ
い
て

（（

（12）
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
六
月
十
一
日
付｢

和
田
家
文
書｣

五
〇
三
号
（『
愛
知
県
史
資
料
編
十
一
』）。

（1（）
前
掲
久
野
雅
司
論
文

（2）
。
前
掲
山
田
康
弘
論
文

（（）
。

（1（）
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
月
九
日
付｢

阿
弥
陀
寺
文
書｣

（『
信
長
文
書
（
補
遺
）
七
十
五
号
』）。

（1（）
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
六
月
廿
八
日
付｢

津
田
文
書｣

（『
信
長
文
書
（
上
巻
）
二
四
一
号
』）。

（1（）
前
掲
山
田
康
弘
論
文

（（）
。

（1（）
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
正
月
十
四
日
付｢

仁
和
寺
文
書｣

（『
信
長
文
書
（
上
巻
）』
一
四
二
号
）。

（1（）
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
正
月
二
十
三
日
付｢

成
簣
堂
文
庫
所
蔵
文
書｣

（『
信
長
文
書
（
上
巻
）』
二
〇
九
号
）。

（1（）
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
二
月
二
十
六
日
付｢

細
川
家
文
書｣

（『
細
川
家
文
書
中
世
編
』
十
二
号
。）

（20）

｢

兼
見
卿
記｣

元
亀
四
年
二
月
二
十
二
日
条
。（『
史
料
纂
集
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
七
一
年
。
以
下｢

兼
見
卿
記｣

と
す
る
。）

（21）
元
亀
四
年
二
月
二
十
三
日
付｢
細
川
家
文
書｣

（『
細
川
家
文
書
中
世
編
』
十
三
号
）。

（22）
元
亀
四
年
二
月
二
十
九
日
付｢

細
川
家
文
書｣

（『
細
川
家
文
書
中
世
編
』
十
四
号
）。

（2（）
元
亀
四
年
二
月
十
一
日
付｢

革
嶋
家
文
書｣
（『
京
都
府
総
合
資
料
館
紀
要
』
十
号
）。

（2（）

｢

兼
見
卿
記｣

元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
四
月
七
日
条
。

（2（）｢

言
継
卿
記｣

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
正
月
九
日
条
（『
史
料
纂
集
』、続
群
書
類
従
、一
九
六
六
年
、以
下｢

言
継
卿
記｣

と
す
る
。）

（2（）
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
十
月
十
四
日
付｢

米
田
文
書｣
七
号
（『
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
二
』）。

（2（）
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
七
月
三
日
付｢

米
田
文
書｣

八
号
（『
熊
本
県
史
料
中
世
編
第
二
』）。

（2（）
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
月
十
七
日
付｢

久
我
家
文
書｣

（『
久
我
家
文
書
第
二
巻
』）。

（2（）

｢

兼
見
卿
記｣

元
亀
四
年
四
月
三
日
条
。

（（0）
元
亀
四
年
五
月
八
日
付｢

上
杉
文
書｣

（『
大
日
本
史
料
第
一
〇
編
一
五
』
五
八
頁
』）。

（（1）
元
亀
四
年
七
月
十
日
付｢

細
川
家
文
書｣

（『
細
川
家
文
書
中
世
編
』
十
七
号
）。

一
九
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学
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第
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十
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（（2）

｢

言
継
卿
記｣

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
九
月
二
十
七
・
二
十
八
日
条
、
同
十
二
年
（
一
五
六
九
）
正
月
九
日
条
。

（（（）
｢

信
長
公
記｣

元
亀
四
年
七
月
十
六
日
条
。（『
新
訂
信
長
公
記
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
七
年
）。

（（（）
｢

兼
見
卿
記｣

元
亀
四
年
七
月
十
八
日
条
。

二
〇
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【表 1】細川藤孝発給文書目録

NO 和暦 西暦 月 日 署判 宛所 書止文言 形式 出典

1 天文 18 ｶ 1549 2 9 兵部大輔藤孝（花押） 謹上　三位入道殿 恐惶謹言 副状 ｢伊東文書｣（『宮崎県史史料編中世 2』344 頁）

2 永禄 7 1564 2 9 細川兵部太輔（花押） 相良修理大夫殿 恐々謹言 副状 ｢相良家文書之一」511 号（『大日本古文書家わ
け五之二』）

3 永禄 7 1564 11 20 細川兵部大輔（花押） 梅江斎 恐々謹言 副状 ｢秋田藩採集文書 71 号｣（『茨城県史料中世Ⅴ』）

4 永禄 8 1565 3 5 兵部大輔藤孝（花押） 修理大夫殿 恐々謹言 副状 ｢相良家文書之一｣ 515 号（『大日本古文書家わ
け五之二』）

5 永禄 8 1565 8 6

和田伊賀守
杉原與七郎
細川兵部大輔
一色藤長

直江実綱　　　　　　          　
川田九郎左衛門　　　         
神余隼人

恐々謹言 連署  奉書 『歴代古案第一』131 号

6 永禄 8 1565 9 3 藤孝 當所ミエズ 恐々謹言 奉書 『古今消息集』（東京大学史料編纂所所蔵）

7 永禄 8 1565 10 11
飯川
細川
一色

東寺 仍状如件 連署  禁制 『東寺百合文書せ函』85 号

8 永禄 8 1565 10 11
飯川
細川
一色

大徳寺同塔頭并門前 仍状如件 連署  禁制 『大徳寺文書一』297 号

9 永禄 8 1565 10 28 兵部太輔藤孝（花押） 島津陸奥守殿　　　　　　　　　
同修理大夫殿 恐惶謹言 副状 「島津家文書」89 号（『大日本古文書家わけ第

十六ノ一』）

10 永禄 8 ｶ 1565 11 20 細川兵部大輔（花押） 由良刑部太輔殿 恐々謹言 副状 『榊原家所蔵文書』（東京大学史料編纂所所蔵）

11 永禄 10 ｶ 1567 2 22 藤孝 伊勢兵庫頭殿 恐々謹言 副状 「保坂潤治氏所蔵文書」『神奈川県史古代・中世二』

12 永禄 11 1568 1 27 細川兵部大輔 志水新□（清久） 恐々謹言 副状 ｢志水清矩家文書｣ 11 号（『長岡京市史資料編 2』）

13 永禄 11 1568 3 6
藤孝
信堅
藤長

弾正少弼殿 恐惶謹言 連署奉書 「伊佐早文書」（『神奈川県史資料編三』7588 号）

14 永禄 11 1568 3 6
藤孝
信堅
藤長

未詳 以上 連署奉書 ｢吉川謹蔵氏所蔵文書｣（『神奈川県史資料編三』
7589 号）

15 永禄 11 1568 6 16 兵部大輔藤孝 修理大夫殿 恐惶謹言 副状 「旧記雑録」103 頁（『鹿児島県史料）

16 永禄 11 1568 10 22 兵部大輔藤孝 嶋津修理大夫殿 恐惶謹言 副状 「島津家文書」91 号（『大日本古文書家わけ第
十六ノ一』）

17 永禄 11 1568 11 20 細川兵部大輔藤孝 由良刑部大輔殿 恐々謹言 副状 『榊原家所蔵文書』（東京大学史料編纂所所蔵）

18 永禄 11 1568 未詳 18 細川兵部大輔藤孝 西養坊 恐々謹言 副状 『信長文書の研究上巻』〈参考〉182 頁

19 永禄 12 1569 2 15 細川兵部大輔
中沢下野守元綱 忍頂寺住僧御中 恐々謹言 連署  奉書 『信長文書の研究上巻』〈参考〉252 頁

20 永禄 12 1569 10 9
細川藤孝
明院良政
木下秀吉

芝藥師阿弥陀寺 恐々謹言 連署奉書 『信長文書（補遺）75 号』

21 元亀元 1570 10 22 細兵藤孝（花押） 三和曽兵 恐々謹言 書状 「細川家文書」7 号（『細川家文書中世編』）

22 元亀 3 ヵ 1572 ｶ 4 19

細川藤孝
明智光秀
三淵藤英
上野秀政

曽我兵庫頭　　　　　　　　　　　
飯川肥後守 恐々謹言 連署  奉書 『信長文書（補遺）』83 号

23 元亀 3 1573 12 6 細川兵部太輔藤孝（花押） 三条殿参人々御中 如件 判物 『古今伝授事』（『大日本史料第十編十冊』）

24 元亀 3 1573 12 未詳 細川兵部大輔（花押） 寶壽院玉床下 恐々謹言 安堵状 『綿考輯録巻一』

25 元亀 4 1573 1 7 細兵藤孝 友閑玉吟下 恐々謹言 書状 ｢革嶋家文書｣ 11 号（『京都府総合資料館紀要』）

26 元亀 4 1573 2 11 藤孝 革嶋市介殿 恐々謹言 書状 ｢革嶋家文書｣ 10 号（『京都府総合資料館紀要』）

27 元亀 4 1573 5 8 藤孝（花押） 弾正少弼入道殿 候 書状 ｢上杉文書｣（『大日本史料第十編ノ十五』58 頁）

28 天正 1 1573 8 2 長岡兵部大輔藤孝（花押） 東寺年預御坊 恐々謹言 安堵状 『信長文書（補遺）』86 号

29 天正 1 1573 8 2 長岡藤孝（花押） 志水雅楽助殿 仍状如件 判物 ｢志水清矩家文書｣12 号（『長岡京市史資料編二』）

30 天正 1 1573 9 14 長岡兵部大輔藤孝（花押） 革嶋市介殿 仍如件 判物 ｢革嶋家文書｣ 8 号（『京都府総合資料館紀要』）

31 天正 1 1573 9 14 長岡兵部太輔藤孝（花押） 松尾社家 仍状如件 判物 ｢東文書｣（『大日本史料第十編ノ十七』42 頁）

32 天正 1 1573 9 29 長岡藤孝（花押） 松室左衛門佐殿 仍状如件 判物 ｢松尾月読社文書｣（『大日本史料第十編ノ十七』
42 頁）

33 天正 1 1573 9 29 長岡藤孝（花押） 外畑名主百姓中 如件 判物 『信長文書（上巻）』〈参考〉646 頁

34 天正 1 1573 10 16 長岡兵部太輔藤孝（花押） 清和院玉床下 恐々謹言 安堵状 ｢清和院文書｣（『大日本史料第十編之十七』43 頁）

35 天正 2 1574 5 27 長岡兵部大輔藤孝（花押） 光明寺納所 恐々謹言 安堵状 『光明寺文書』（『長岡京市史資料編二』）

36 天正 2 1574 9 29 藤孝（花押） 未詳 恐々謹言 書状 ｢細川家文書｣ 25 号（『細川家文書中世編』）

37 天正 8 1580 8 17
日向守（花押）
与一郎（花押）
兵部大輔（花押）

丹後国江尻村 仍下知如
件 連署禁制 ｢成相寺文書｣（『宮津市史資料編一』）

38 天正 8 1580 9 25 長岡兵部大輔藤孝　　　　　　　　　
同与一郎忠興 天橋山智恩寺役者御中 恐惶謹言 連署  書状 ｢智恩寺文書｣（『宮津市史』史料編一）
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39 天正 8 1581 9 未詳 与一郎（花押）
兵部大輔（花押）　　 成相寺境内 仍如件 判物 ｢成相寺文書｣ 別掲 44 号（『宮津市史資料編一』）

40 天正 9 1581 8 11 藤孝 金剛心院 以上 所領  目録 ｢金剛心院文書｣ 別掲 7 号（『宮津市史資料編一』）

41 天正 9 1581 11 2 長岡与一郎忠興　　　　　　　　　　
長岡兵部大輔藤孝 多称寺 恐々謹言 連署  書状 ｢多称寺文書｣（『宮津市史資料編一』1141 号）

42 天正 9 1581 11 3 長岡与一郎忠興　　　　　　　　　　
長岡兵部大輔藤孝 観音寺役者中 恐々謹言 連署  書状 ｢観音寺文書｣（『宮津市史資料編一』1142 号）

43 未詳 未詳 3 9 藤孝（花押） 革嶋市介殿 恐々謹言 書状 ｢革嶋家文書一｣ 9 号（『京都府総合資料館紀要』）

44 未詳 未詳 4 2 明智光秀　  　　　　　 　　　　　　　
細川藤孝 天龍寺御役者中 恐々謹言 連署  奉書 ｢天龍寺文書｣（『信長文書補諱』85 頁）

45 未詳 未詳 6 20 藤長
藤孝 粉河寺惣分沙汰所 恐々謹言 連署  奉書 ｢粉河寺文書｣ 17 号（『和歌山県史中世編二』）

46 未詳 未詳 10 12 細川藤孝
明院良政 名主百姓中 恐惶謹言 連署  奉書 『信長文書（補遺）』60 号

47 未詳 未詳 10 13 兵部大輔藤孝（花押） 謹上　左京大夫殿 恐惶謹言 書状 ｢伊東文書｣（『宮崎県史史料編中世 2』345 頁）

48 未詳 未詳 11 28 忠興
藤孝 黒部名主百姓中 如件 判物 ｢石清水文書｣ 165 号（『宮津市史資料編一』）

49 未詳 未詳 12 28 長岡兵部太輔 西芳寺 恐惶謹言 書状 ｢尊経閣文庫文書｣（『長岡京市史中世編一』133 頁）

【表 2】細川藤孝宛織田信長発給文書目録

NO 和暦 西暦 月 日 署判 宛所 書止文言 形式 出典

1 永禄 8 1565 12 5 信長（花押） 細川兵部太輔殿 恐々敬白 書状 『信長文書（上巻）』60 号

2 元亀 1 1570 6 28 織田弾正忠信長 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『信長文書（上巻）』241 号

3 元亀 2 1571 6 4 信長（花押） 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『信長文書（上巻）』279 号

4 元亀 2 1571 6 12 信長（花押） 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『信長文書（上巻）』）280 号

5 元亀 2 1571 8 14 信長（花押） 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『信長文書（補遺）』29 号

6 元亀 2 1571 10 14 信長（朱印） 細川兵部太輔殿 仍如件 判物 ｢米田文書｣ 7 号（『熊本県史料中世編第二』）

7 元亀 3 1572 7 3 信長（朱印） 細川兵部太輔殿 状如件 判物 ｢米田文書｣ 8 号（『熊本県史料中世編第二』）

8 元亀 4 1573 2 23 信長（黒印） 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』13 号

9 元亀４ 1573 2 26 信長（朱印） 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』14 号

10 元亀４ 1573 2 29 信長（花押） 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』15 号

11 元亀４ 1573 3 7 信長（黒印） 細川兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』16 号

12 元亀４ 1573 7 10 信長（朱印） 細川兵部大輔 如件 判物 『細川家文書中世編』17 号

13 天正 1 1573 11 16 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』18 号

14 天正２ 1574 6 10 信長 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『信長文書（上巻）』376 号

15 天正 2 1574 8 3 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』20 号

16 天正 2 1574 8 5 信長（朱印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』21 号

17 天正 2 1574 8 17 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』22 号

18 天正 2 1574 9 22 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』23 号

19 天正 2 1574 9 24 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』24 号

20 天正 2 1574 11 11 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 候也 書状 『信長文書（上巻）』483 号

21 天正 3 1575 3 22 信長（朱印） 長岡兵部太輔殿 如件 判物 『細川家文書中世編』26 号

22 天正 3 1575 5 15 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』27 号

23 天正 3 1575 5 20 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』28 号

24 天正 3 1575 5 21 信長（朱印） 長岡兵部太輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』29 号

25 天正 3 1575 5 26 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』30 号

26 天正 3 1575 10 4 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『信長文書（下巻）』558 号

27 天正 3 1575 10 8 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』32 号

28 天正 3 1575 10 9 信長（黒印） 長岡兵部太輔殿 恐々謹言 書状 『細川家文書中世編』33 号

29 天正 4 1576 4 3 信長（朱印） 惟任日向守との
長岡兵部大輔との 候也 書状 『細川家文書中世編』34 号

30 天正 4 1576 6 28 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』35 号

31 天正 4 1576 7 29 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』36 号

32 天正 4 1576 8 22 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』37 号

33 天正 4 1576 9 10 信長（朱印）
長岡兵部大輔殿
稲葉伊予守殿
羽柴筑前守殿

恐々謹言 書状 『信長文書（下巻）』659 号
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34 天正 5 1577 2 10 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』38 号

35 天正 5 1577 2 11 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』39 号

36 天正 5 1577 2 23 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』40 号

37 天正 5 1577 3 15 信長（黒印）

長岡兵部大輔との
惟住五郎左衛門との
瀧川左近との
惟任日向守との　　

可申候也 書状 『細川家文書中世編』42 号

38 天正 5 1577 6 5 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』43 号

39 天正 5 1577 10 3 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』47 号

40 天正 6 1578 3 4 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』48 号

41 天正 6 1578 10 25 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』49 号

42 天正 6 1578 11 20 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』50 号

43 天正 6 1578 11 30 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『信長文書（下巻）』757 号

44 天正 6 1578 12 12 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿
長岡与一郎殿 候也 書状 ｢細川家文書｣ 26 号（『長岡京市史資料編 2』）

45 天正 6 1578 12 16 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿
長岡与一郎殿 候也 書状 『細川家文書中世編』51 号

46 天正 7 1579 1 12 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』52 号

47 天正 8 1580 4 4 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿
中川瀬兵衛尉殿 候也 書状 『信長文書（下巻）』867 号

48 天正 8 1580 8 13 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』54 号

49 天正 8 1580 8 21 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』55 号

50 天正 8 1580 8 22 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿
惟任日向守殿　　 候也 書状 『細川家文書中世編』56 号

51 天正 9 1581 3 5 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』57 号

52 天正 9 1581 7 28 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』59 号

53 天正 9 1581 8 23 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』60 号

54 天正 9 1581 9 4 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』61 号

55 天正 9 1581 9 4 信長（朱印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』62 号

56 天正 9 1581 9 10 信長（朱印） 長岡兵部大輔
惟任日向守殿 候也 書状 『細川家文書中世編』64 号

57 天正 9 1581 9 16 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 専一也 書状 『細川家文書中世編』66 号

58 天正 9 1581 9 24 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 也 書状 『信長文書（下巻）』952 号

59 天正 10 1582 4 15 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』68 号

60 天正 10 1582 4 24 信長（朱印） 一色五郎との
長岡兵部大輔との 謹言 書状 『細川家文書中世編』69 号

61 未詳 未詳 5 3 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 謹言 書状 『細川家文書中世編』71 号

62 未詳 未詳 5 4 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』72 号

63 未詳 未詳 5 4 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』73 号

64 未詳 未詳 7 6 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』74 号

65 未詳 未詳 9 9 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』75 号

66 未詳 未詳 11 20 信長（黒印） 長岡兵部大輔殿 候也 書状 『細川家文書中世編』76 号


